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【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
ニ
ラ
の
入
荷
動
向
を

07
年
対
18
年
の
11
年
を
対
比
し
て
み

る
と
、
入
荷
数
量
は
18
％
減
少
し
、
単

価
は
67
％
高
く
な
っ
た
。
春
に
増
え
て

夏
場
に
や
や
減
る
が
、
秋
に
も
う
一
度
ピ
ー
ク

が
あ
っ
て
も
冬
に
減
り
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

安
定
的
に
周
年
供
給
さ
れ
て
い
る
品
目
だ
。
グ

ラ
フ
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
入
荷
の
増
減

が
価
格
の
高
安
に
き
れ
い
に
相
関
し
て
い
る
。

非
常
に
安
定
し
た
需
要
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
物
語
る
。
平
均
単
価
は
高
く
な
っ
て
も

１
０
０
g
束
で
原
価
72
円
の
値
ご
ろ
だ
。

【
背
景
】

　

ニ
ラ
が
、
増
加
が
期
待
さ
れ
る
野
菜
と
い
わ

れ
て
き
た
の
は
、
青
み
が
強
く
栄
養
価
が
高
い

緑
黄
色
野
菜
で
、
軟
弱
で
調
理
も
簡
単
、
単
価

も
安
い
（
高
く
て
も
束
１
５
０
円
前
後
、
安
い

と
１
０
０
円
を
切
る
）
と
、
家
庭
の
主
婦
た
ち

か
ら
人
気
の
品
目
だ
か
ら
だ
。
安
定
し
て
い
る

の
は
、
周
年
36
～
37
％
の
シ
ェ
ア
を
崩
さ
な
い

ト
ッ
プ
産
地
の
栃
木
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
関
東

で
は
こ
れ
に
茨
城
と
千
葉
が
完
全
に
補
完
（
3

県
で
シ
ェ
ア
７
割
）
し
、
夏
場
に
は
山
形
な
ど

東
北
・
北
海
道
か
ら
、
冬
場
は
高
知
が
供
給
体

制
を
補
強
し
て
い
る
の
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

ニ
ラ
が
調
理
し
や
す
い
の
は
ち
ょ
っ
と
加
熱

す
れ
ば
い
い
軟
弱
野
菜
だ
か
ら
。
し
か
し
同
時

に
鮮
度
保
持
が
厄
介
な
野
菜
だ
と
も
い
え
る
。

近
郊
産
地
だ
か
ら
こ
そ
年
間
の
７
割
を
賄
え
る

が
、
遠
隔
産
地
の
場
合
は
、
大
型
の
産
地
に
集

約
し
て
効
率
化
す
る
か
、
中
小
産
地
を
広
域
で

一
元
集
荷
し
て
ロ
ッ
ト
を
大
型
化
し
な
い
と
、

信
頼
さ
れ
る
産
地
に
な
ら
な
い
。
東
京
市
場
へ

の
入
荷
量
が
減
少
し
て
は
い
て
も
、
主
産
地
・

補
完
産
地
の
役
割
分
担
が
明
確
で
確
実
な
安
定

品
目
に
定
着
し
た
、
信
頼
が
増
し
た
品
目
で
あ

る
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
へ
の
入
荷
状
態
を
07
年

対
18
年
で
比
較
す
る
と
、
数
量
は
19
％

減
っ
て
単
価
が
13
％
安
と
な
る
。
し
か

し
、〝
減
少
・
安
値
〟
の
衰
退
品
目
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
増
減
・
高
安
の
幅
が
あ

り
、
こ
の
10
年
前
後
で
も
パ
プ
リ
カ
の
地
位
は

ま
だ
〝
品
揃
え
品
目
〟
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

産
地
構
成
で
は
相
変
わ
ら
ず
韓
国
が
07
年
39

％
、
18
年
53
％
で
不
動
の
ト
ッ
プ
。
韓
国
産
は

オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
減
少
傾
向

の
な
か
、
数
量
そ
の
も
の
も
13
％
ほ
ど
増
え
て

い
る
。
国
内
産
地
の
成
長
が
遅
れ
て
い
る
。

【
背
景
】

　

パ
プ
リ
カ
は
日
本
が
長
期
の
不
景
気
の
な

か
で
も
輸
入
が
拡
大
し
て
き
た
数
少
な
い
品

目
の
一
つ
で
あ
る
。
韓
国
の
国
内
農
業
の
振

興
、
体
質
強
化
策
の
一
環
で
あ
っ
た
背
景
も
あ

る
が
、〝
ピ
ー
マ
ン
〟
の
仲
間
だ
と
は
い
え
嫌

な
臭
い
も
な
く
甘
い
し
、
ス
ー
パ
ー
業
界
な
ど

で
は
有
望
視
し
て
消
費
者
に
も
馴
染
み
つ
つ

あ
っ
た
。
ネ
ッ
ク
は
１
個
２
０
０
円
近
い
売
価

で
あ
る
。
こ
れ
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
の
が
当
時

の
ダ
イ
エ
ー
だ
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
花
卉
類
と
積

み
合
わ
せ
で
空
輸
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
、
50
～

１
０
０
円
売
り
し
た
が
時
期
尚
早
だ
っ
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

今
後
の
課
題
は
国
産
の
振
興
、
育
成
だ
。
ピ

ー
マ
ン
産
地
で
あ
る
茨
城
、
高
知
、
宮
崎
な
ど

も
生
産
し
て
い
る
し
、
宮
城
で
は
商
社
系
の
ガ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
が
稼
働
、
出
荷
実
績
を
上
げ
て
い

る
が
、い
ず
れ
も
〝
本
腰
〟
と
は
い
い
が
た
い
。

ト
ッ
プ
産
地
・
韓
国
は
日
韓
関
係
が
悪
化
し
て

も
パ
プ
リ
カ
だ
け
は
別
格
扱
い
で
、
日
本
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
重
視
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
方
式
で

量
産
し
、
隣
国
で
も
あ
る
韓
国
は
コ
ス
ト
、
単

価
も
安
く
、
他
の
外
国
や
国
内
産
地
が
諦
め
て

い
る
感
あ
り
。
だ
が
、
現
状
4
万
t
も
の
輸
入

を
放
置
で
き
な
い
。

ニラ
１
束
平
均
で
は
原
価
70
円
程
度
で
値
ご
ろ
、

遠
隔
産
地
は
集
約
・
一
元
化
で
信
頼
醸
成
を

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2007年数量 2018年数量
2007年単価 2018年単価

2007年   10,169t／432円
2018年     8,360t／721円
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パプリカ
国
内
産
地
の
対
応
遅
れ
で〝
品
揃
え
〟に
、

4
万
ｔ
も
の
輸
入
を
放
置
し
て
い
い
の
か

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2007年数量 2018年数量
2007年単価 2018年単価

2007年    4,214t／602円
2018年    3,467t／524円
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国
産
増
加
が
確
実
視

さ
れ
て
い
た
野
菜
類

野菜生産者のための相場研究第278 回

こ
こ
10
年
間
、
日
常
品
で
あ
る
野
菜
類
は
需
要
が
比
較
的

安
定
し
て
い
た
。
野
菜
は
景
気
の
動
向
と
関
係
な
く
天
候
の

い
か
ん
で
流
通
量
や
価
格
、
購
買
傾
向
が
変
わ
る
も
の
だ
が
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
17
～
18
年
間
は
不
況
が
長
期
化
し
た
こ

と
で
、
モ
ヤ
シ
が
代
表
す
る
、
い
つ
も
流
通
量
や
価
格
が
ほ

ぼ
変
動
し
な
い
工
業
製
品
的
な
野
菜
が
人
気
だ
っ
た
。
し
か

し
、
過
去
10
年
く
ら
い
に
は
、
徐
々
に
野
菜
へ
の
関
心
が
戻

っ
て
き
た
よ
う
で
、
主
に
緑
黄
色
野
菜
類
の
需
要
が
伸
び
る

傾
向
が
出
て
き
た
。
そ
ん
な
流
れ
か
ら
当
時
、
青
果
物
業
界

で
こ
れ
か
ら
伸
び
て
く
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
た
野
菜
類
が

い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
の
品
目
は
現
在
ま
で
ど
ん
な
推
移

を
た
ど
っ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
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圧
倒
的
主
産
地
茨
城
、入
荷
は
25
産
地
に
、

産
地
集
約
と
分
散
配
置
で
市
場
は
10
倍
も

【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
の
ニ
ン
ニ
ク
の
07
年

対
18
年
は
、
入
荷
数
量
で
36
％
減
っ
て

単
価
は
2
倍
近
く
（
94
％
増
）
と
な
っ

て
い
る
。
07
年
当
時
は
ト
ッ
プ
産
地
が

中
国
で
58
％
、
2
位
が
青
森
で
37
％
と
、
こ
の

2
産
地
で
全
体
の
95
％
を
占
め
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
ニ
ン
ニ
ク
は
07
～
08
年
ご
ろ
、
中
国
産

ギ
ョ
ー
ザ
の
健
康
被
害
事
件
な
ど
の
発
生
で
、

消
費
者
に
〝
中
国
産
〟
生
鮮
野
菜
は
軒
並
み
敬

遠
、
店
頭
か
ら
姿
を
消
し
た
。
こ
れ
で
輸
入
激

減
と
思
わ
れ
た
が
、
18
年
で
は
ピ
ー
ク
の
3
割

減
に
と
ど
ま
っ
た
。

【
背
景
】

　

一
般
家
庭
用
の
中
国
産
ニ
ン
ニ
ク
が
小
売

店
頭
か
ら
消
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
18
年
の

東
京
市
場
で
も
、
中
国
産
の
シ
ェ
ア
は
50
％
、

2
位
の
青
森
が
41
％
と
供
給
構
造
に
は
変
化

が
な
い
。
こ
の
間
、
安
い
中
国
産
が
野
菜
マ
ー

ケ
ッ
ト
か
ら
消
え
た
こ
と
で
、
国
産
は
高
く
て

も
買
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
、
多
く
の
産
地

が
生
産
導
入
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、
結
局
は
青

森
の
高
品
質
生
産
に
は
か
な
わ
ず
、
一
般
需
要

に
は
青
森
産
、
単
価
が
安
い
中
国
産
が
業
務
加

工
需
要
に
特
化
す
る
こ
と
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

棲
み
分
け
て
い
る
。

【
今
後
の
対
応
】

　

中
国
産
が
小
売
店
か
ら
撤
退
し
た
10
年
ほ
ど

前
か
ら
、
実
に
多
く
の
産
地
が
稲
作
転
換
を
中

心
に
し
て
、
ニ
ン
ニ
ク
の
導
入
を
目
指
し
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
、
ニ
ン
ニ
ク
の

家
庭
需
要
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
１
個
あ
れ
ば
、
1
～
2
週
間
は
持
つ
程

度
の
使
用
量
し
か
な
い
香
辛
野
菜
だ
か
ら
だ
。

加
工
用
需
要
で
は
安
さ
で
中
国
産
に
か
な
わ
な

い
か
ら
、生
産
は
拡
大
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

道
の
駅
で
よ
く
見
か
け
る
ニ
ン
ニ
ク
加
工
食
品

が
、
決
ま
っ
て
中
国
産
原
料
で
は
ま
ず
く
な
い

だ
ろ
う
か
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
の
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
は
、

09
年
か
ら
「
ハ
ー
ブ
類
」
と
は
別
に
独

立
統
計
と
な
っ
た
。
最
初
は
暫
定
的
に

ハ
ー
ブ
類
に
分
類
し
た
が
、
急
速
に
成

長
し
た
の
で
想
定
内
の
独
立
。〝
ミ
ッ
ク
ス
〟

が
売
り
で
年
間
を
通
じ
て
安
定
入
荷
。
単
価
の

ブ
レ
も
小
さ
い
。
最
初
は
典
型
的
な
品
揃
え
商

品
だ
っ
た
が
、
ゆ
っ
く
り
な
が
ら
徐
々
に
増
え

た
。
実
際
09
年
対
18
年
で
は
、
入
荷
数
量
は
9

年
間
で
27
％
伸
び
た
が
、
単
価
は
5
％
安
程

度
。
主
産
地
は
茨
城
で
09
年
42
％
が
18
年
56
％

ま
で
拡
大
。
産
地
も
20
か
ら
25
に
。

【
背
景
】

　

18
年
の
入
荷
量
は
４
６
０
t
。
こ
れ
は
50
ｇ

袋
な
ら
９
２
０
万
パ
ッ
ク
、
1
日
に
す
れ
ば
2

万
５
０
０
０
パ
ッ
ク
程
度
。
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
全
体
か
ら
す
る
と
、
エ
ス
ビ
ー
食
品
な
ど
が

茨
城
を
筆
頭
に
栃
木
・
静
岡
・
熊
本
・
岡
山
に

契
約
産
地
を
配
し
、
大
手
量
販
店
な
ど
に
直

送
・
直
販
し
て
い
る
分
は
東
京
市
場
を
経
由
し

て
い
な
い
か
ら
、
流
通
実
数
は
こ
の
数
倍
だ
ろ

う
。
単
価
は
18
年
で
キ
ロ
１
５
３
６
円
。
１
袋

50
ｇ
な
ら
、
09
年
81
円
、
18
年
77
円
で
、
最
低

１
２
０
円
、
ロ
ス
分
を
見
込
む
と
、
１
袋
１
９

８
円
が
年
間
通
じ
て
値
ご
ろ
だ
ろ
う
。

【
今
後
の
対
応
】

　

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
は
国
産
化
さ
れ
た
当
初
か

ら
、
流
通
業
者
や
農
業
参
入
企
業
な
ど
が
各
地

に
契
約
産
地
を
設
け
、
そ
れ
を
集
約
し
て
パ
ッ

ク
・
販
売
し
て
い
た
が
、
コ
ス
ト
面
と
原
産
地

表
示
の
問
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
全
部
を
委

託
生
産
す
る
の
で
な
く
、
拠
点
農
場
で
大
型
の

圃
場
を
設
け
、
季
節
に
応
じ
て
契
約
産
地
を
配

置
す
る
、
と
い
う
方
法
が
主
流
に
。
現
在
日
本

一
の
生
産
者
は
年
間
６
０
０
t
近
い
販
売
実
績

が
あ
る
。
水
耕
・
土
耕
も
自
在
に
採
用
し
て
商

品
化
を
進
め
て
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
数
年
後

に
は
10
倍
近
く
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2007年数量 2018年数量
2007年単価 2018年単価

2007年   5,208t／506円
2018年   3,329t／984円
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ベビーリーフ

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2007年数量 2018年数量
2007年単価 2018年単価

2007年   363t／1,620円
2018年   460t／1,536円
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ニンニク
入
荷
は
4
割
近
く
減
っ
て
単
価
は
2
倍
、

生
鮮
は
青
森
、加
工
業
務
は
中
国
が
分
担

注：2007 年当時のパプリカは「ジャンボピーマン」の名称だった。
　　ベビーリーフは 09 年から独立統計になった。

し
、
過
去
10
年
く
ら
い
に
は
、
徐
々
に
野
菜
へ
の
関
心
が
戻

っ
て
き
た
よ
う
で
、
主
に
緑
黄
色
野
菜
類
の
需
要
が
伸
び
る

傾
向
が
出
て
き
た
。
そ
ん
な
流
れ
か
ら
当
時
、
青
果
物
業
界

で
こ
れ
か
ら
伸
び
て
く
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
た
野
菜
類
が

い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
の
品
目
は
現
在
ま
で
ど
ん
な
推
移

を
た
ど
っ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。


